
幼き頃の娘達が無邪気に遊び回った　広
い土間スペース。 新築 10 年目にリノベー
トし、現在は奥さまが収集した考古資料の
展示ギャラリーとして開放されている
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普遍の時を重ねる
築 30 年の家

名作住宅：selection 12

一級建築士事務所 飛夢房
＋北屋建設

かつてどの家にも大抵あった広い土間。Oさん邸では、暮らしの西
洋化とともに次第に廃れたその土間が今も暮らしに生かされている。

人も風も自由に行き交う
土間リビング



　
陶
芸
家
の
O
さ
ん
が
創
作
拠
点
を

求
め
て
叔
父
の
空
き
家
に
移
り
住
み
、

老
朽
化
し
た
母
屋
を
建
て
直
し
た
の

は
30
年
前
の
こ
と
。「
当
初
は
予
算
に

余
裕
が
な
く
、
と
り
あ
え
ず
雨
風
し
の

げ
る
箱
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
た
。

た
だ
、岡
山
の
夏
は
と
て
も
暑
い
。
ク
ー

ラ
ー
が
な
く
て
も
気
持
ち
良
く
風
が

抜
け
る
家
に
し
た
い
と
い
う
の
が
、
唯
一

の
こ
だ
わ
り
で
し
た
ね
」。
そ
ん
な
O

さ
ん
の
相
談
を
受
け
て
試
行
錯
誤
の

末
に
完
成
し
た
の
が
、
大
棟
の
稜
線
が

そ
の
ま
ま
青
空
に
続
く
よ
う
な
三
角

屋
根
が
印
象
的
な
こ
の
家
だ
。
玄
関

正
面
に
突
如
現
れ
る
の
は
広
い
土
間
ス

ペ
ー
ス
。
新
築
後
10
年
間
む
き
出
し

だ
っ
た
壁
の
柱
や
筋
交
い
は
20
年
前
に

漆
喰
で
上
塗
り
し
た
。
閉
校
し
た
小

学
校
の
廃
材
を
用
い
た
天
井
板
や
梁
は

今
も
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ー

コ
ス
ト
を
徹
底
し
た
が
ゆ
え
に
生
ま
れ

た
個
性
的
な
空
間
は
、時
に
リ
ビ
ン
グ
、

時
に
応
接
間
と
な
っ
て
使
い
勝
手
は
抜

群
。
内
外
を
土
足
で
自
由
に
行
き
来

で
き
る
た
め
、
訪
れ
た
客
人
を
そ
の
ま

ま
中
庭
の
奥
の
ア
ト
リ
エ
に
招
き
入
れ

る
こ
と
も
で
き
る
し
、
か
つ
て
は
子
ど

も
達
の
遊
び
場
と
し
て
も
大
い
に
活
躍

し
た
。
そ
し
て
要
は
も
ち
ろ
ん
、
玄
関

と
中
庭
を
一
直
線
に
結
ぶ
ト
ン
ネ
ル
式

の
動
線
だ
。
玄
関
に
集
ま
っ
た
風
は
、

対
面
の
開
口
に
引
き
込
ま
れ
て
家
の
中

を
颯
爽
と
吹
き
抜
け
る
。
厳
し
さ
を

増
す
ば
か
り
の
夏
の
暑
さ
を
、
今
年
も

心
地
良
く
癒
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

▼詳細を知りたい方はこちら▼

母屋とアトリエの間にある中庭。 中央の池は、大学教授時代
に学生から贈られたオリーブを植樹した際ご主人自ら造池した

「普遍の時を重ねる築30年の家」　名作select

Select.01

土間と板間の中央に設けた
風の通り道。 玄関に集めた
風が一直線になって中庭へ
抜ける路地風によって、汗し
たたる猛暑の夏も心地良く
過ごすことができる

玄関から中庭へ
家じゅうを抜ける路地風

Select.02

アンティークの風 合いで近
年エクステリア資材としても
人気が高まっている耐火レ
ンガ。30 年前の当時はコス
トカットの目的でサニタリー
の壁面に採用した

サニタリーの壁材に
耐火レンガを採用

Select.03

土間スペースの柱の礎石に
用いたのは、旧家の庭に残
されていた巨大な石。状態・
強度が確保された再利用材
を多用することで、ローコス
トを徹底した

旧家に残された巨石を
礎石として再利用ホームアドバイザー／月守 竜平

近年注目される土間を、時代に先
駆け復権させたOさん邸。築30年
経った現代においても、変わらぬ魅
力を放っています。本当の「名作住
宅」とは、時代を超えた普遍の価値
を提供できる家だと思っています。

other works
「普遍の時を重ねる築 30 年の家」DATE

家族構成 /ご主人、奥さま
敷地面積 /630.00㎡
建築面積 /85.79㎡
延床面積 /164.31㎡

（上）土間と隣接のダイニングルーム。
味わい深いダイニングテーブルは、建
築現場で職人が作業台として使用し
ていたものをリユース　（下右）サニタ
リーとバスルームの仕切り壁には備前
の耐火レンガを採用　（下中）無垢板
を組み合わせた造作の玄関扉。 現在
においても色褪せないデザイン　

（下 左 ）アトリエ内の応 接スペース。
母屋玄関から中庭を通ってきた風が、
奥の片開き窓から抜けていく
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会社紹介を見る 特集を見るP207 P26

設計・施工 / 一級建築士事務所 飛夢房（とんぼ）＋株式会社 北屋建設 
岡山市中区平井 7-18-15-11
http://www.tombo-kitaya.co.jp

問い合わせ

050-5871-9398
※IP電話など一部の電話からは繋がらない場合あり（携帯電話は可）。
繋がりにくい場合は代表番号086-276-3735までおかけください



　Ｋさん邸

□ 延床面積／

    91.13m²（27.57坪）
□ 1階床面積／91.13m²（27.57坪）
□ 敷地面積／438.49m²（132.64坪）
□ 家族構成／ご主人、奥さま

27 26

冷

洗

玄関

洗面

パントリー

和室

D

L
K

洋室
WIC

床

ク
ロ
ー
ク

床

ウッドデッキウッドデッキ

N

E

S

W

c o m p a c t  h o u s e case.02

ほどよい距離感が
心地良い質朴な平屋の家

　

華
美
で
な
く
、
飾
ら
ず
―
そ
れ
で
い

て
、
上
質
さ
を
感
じ
さ
せ
る
家
。
床
は
ス

ギ
、
梁
や
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
地
松
、
壁
は

火
山
灰
を
原
料
と
す
る「
中
霧
島
」。
素

朴
だ
け
れ
ど
も
、
ど
れ
も
控
え
め
な
品
の

良
さ
が
漂
う
。
な
る
べ
く
空
調
に
頼
ら

ず
気
持
ち
良
く
過
ご
せ
る
家
を
と
、
断

熱
材
や
壁
材
は
自
身
で
吟
味
を
重
ね
指

定
し
た
と
い
う
。
地
松
の
材
は
現
場
監

督
と
一
緒
に
県
北
の
製
材
所
ま
で
足
を
運

び
、
見
て
確
か
め
て
選
ん
だ
。
質
に
は
一

切
妥
協
し
な
か
っ
た
が「
こ
れ
も
小
さ
な

平
屋
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
」と
ご
主
人
は

微
笑
む
。
日
頃
の
生
活
が
忙
し
く
、
顔

を
合
わ
せ
る
の
は
出
勤
前
の
わ
ず
か
な

時
間
と
い
う
ご
夫
婦
の
生
活
に
合
わ
せ
、

ダ
イ
ニ
ン
グ
や
寝
室
の
位
置
に
も
配
慮
し

た
。「
家
じ
ゅ
う
ど
こ
に
い
て
も
落
ち
着
け

る
」と
Ｋ
さ
ん
。
小
さ
く
て
も
大
き
く
満

ち
足
り
た
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
る
。
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会社紹介を見る P207

取材協力 / 一級建築士事務所 飛夢房（とんぼ）＋株式会社 北屋建設

生活に合わせたプランニングで安らかなひと時

生活を彩る坪庭

ダイニングや寝室、クローゼットの位置まで
ライフスタイルを徹底的に配慮した間取り

和室からも寝室からも望める
空間に広がりをもたらす緑の贅沢

夜は奥さまが床についた後にご主人が帰宅するため、寝室はリビングからでき
るだけ遠くへ。ウォークインクローゼットも寝室とは別に。ご夫婦が顔を合わ
せる朝が贅沢な時間になるように、ダイニングを朝日の差す東南の角に据え
た。細やかな設計の配慮によって、ふたりの生活はとても安らかなものに。

職人が室内からの見え方を確認しながら丁寧に植え込んでいっ
た坪庭の植栽。和室の地窓からのぞく緑は、室内にのびやか
な広がりをもたせ、寝室へと注がれる緑の風景は、さわやかで
気持ちいい朝の訪れを運んでくれる

言葉の奥にある思いを
くみ取りたい
生活スタイルなどをお聞きしていくこ
とで、ご家族ごとにふさわしいプラン
を提案します。きっと期待を超える、
驚きと楽しさがあるはずです。

住宅会社の想い

思いをくみ取り
望む姿が完成しました
設計はどんな細部にもちゃんと理
由や意図があって、心から信頼で
きました。私たちの生活スタイル
や一緒に過ごす時間までをしっかり
と考慮した、理想通りの家に導い
てくれました。

Ｋさんの想い

代表取締役／森下 雅人

POINT

3
POINT

1

開放的な空間設計

室内に光と広がりを
心地良く取り込む
リビングから続くデッキや和室とのつなが
りなど、空間に広がりをもたせる細やか
な設え。玄関は透明のステンドグラスで
造作した引き戸にして、リビングに明かり
を取り込む。側面のフィックス窓からは
やわらかな自然光が降り注ぐ

POINT

2



問い合わせ　 050-5871-9398

私たちの住まいは『百家百様』。どれも
個性豊かで、1つとして同じ表情・スタイ
ルの家はありません。また、デザイン性
だけでなく、快適さを高める「機能性」や

「安全・安心」も追求し、いつまでも色
あせない、暮らして楽しい『ご機嫌な住
まい』を提供させて頂きます。

代表取締役

森下 雅人

暮らしが変わる。毎日が楽しくなる。百家百様の家づくり

一級建築士事務所 飛夢房（とんぼ）
＋株式会社 北屋建設

取扱坪単価 最多坪単価55～100万円 60～75万円

岡山市中区平井7-18-15-11
http://www.tombo-kitaya.co.jp
e-mail：info@tombo-kitaya.co.jp

■ 設立／1981年　■ 従業員数／17名　
■ 事業内容／注文住宅設計・施工（長期優良住宅・ゼロエネルギーハウス対
応可）、増改築、リフォーム工事、外構工事、店舗設計・施工
■ 施工実績／15棟（2016年）
■ 施工エリア／岡山県内全域（一部地域除く）、広島県福山市　
■ 対応工法／木造軸組工法
■ アフター保証／地盤保証、（株）住宅あんしん保証他住宅瑕疵担保責任保
険、定期点検（6カ月・12カ月・5年・10年）
■ リフォーム対応可

建設業許可番号／（北屋建設）岡山県知事許可（般-28）第11701号
一級建築士事務所登録／（飛夢房）岡山県知事登録 第14548号　

施工実例を見る 特集を見るP98 P26

※IP電話など一部の電話からは繋がらない場合あり（携帯電話は可）。
繋がりにくい場合は代表番号086-276-3735までおかけください

COMPANY FILE

資料請求でもらえる！ 施工例をチェック！

KITAYA×TOMBO「コ
ンセプトブック」、小冊子
「ごくらくとんぼ」　他

207

お客様の個性や希望を反映した世界にひとつだけの家づくり
お住まいになる方にとって最高の住まいを提案します

ご機嫌な住まい

TOMBO×KITAYA
www.tombo-kitaya.co.jp


